































































権威主義 2.33 .56 ─
自己効力感 3.08 .57 -.225 ─
楽観主義 3.22 .60 -.271 .491 ** ─
対人過敏 3.06 .89 .027 -.562 ** -.485 ** ─
内罰傾向 3.13 .75 -.038 -.568 ** -.520 ** .797 ** ─
権威主義
IAT -.10 .54 .274 -.056 .063 -.057 -.019 ─
自己効力感
IAT .38 .40 .020 .195 .376 * -.356 * -.338 * .268 ─
楽観主義
IAT .37 .36 .040 .150 .319 * -.237 -.228 .172 .563 ** ─
対人過敏
IAT -.18 .48 -.006 -.007 -.209 .214 .252 .240 -.185 -.197 ─
内罰傾向
IAT -.35 .41 -.125 -.051 -.369 * .299 .258 -.045 -.369 * -.384 * .218 ─




特に何もしない 抗　議 相　談 変える
r b r b r b r b
権威主義 .075 ─ -.147 ─ -.114 ─ -.090 ─
自己効力感 -.012 ─ .466 ** .466 ** -.303 ─ -.070 ─
楽観主義 -.018 ─ .323 * ─ -.083 ─ -.241 ─
対人過敏 -.006 ─ -.203 ─ .336 * .336 * .189 ─
内罰傾向 .098 ─ -.306 ─ .246 ─ .009 ─
権威主義 IAT .286 ─ -.220 ─ -.104 ─ -.188 ─
自己効力感 IAT -.074 ─ .156 ─ -.056 ─ -.157 ─
楽観主義 IAT .123 ─ .224 ─ .010 ─ -.061 ─
対人過敏 IAT .253 ─ -.030 ─ .177 ─ .322 * .322 *
内罰傾向 IAT -.178 ─ -.100 ─ .232 ─ .228 ─
R2 ─ ─ ─ .198 ** ─ .090 * ─ .081 :*
*p ＜ .05, **p ＜ .01, ***p ＜ .001
Table 3　理由を示さずに「単位を与えない」と言われた場合の相関分析と重回帰分析の結果
特に何もしない 抗　議 相　談 変える
r b r b r b r b
権威主義 .425 ** .340 * .002 ─ -.012 ─ .001 ─
自己効力感 -.335 * ─ .163 ─ -.173 ─ -.040 ─
楽観主義 -.123 ─ .213 ─ -.172 ─ -.038 ─
対人過敏 .195 ─ -.120 ─ .268 ─ -.029 ─
内罰傾向 .198 ─ -.148 ─ .060 ─ -.160 ─
権威主義 IAT .402 ** .309 * -.195 ─ -.218 ─ -.016 ─
自己効力感 IAT -.108 ─ .235 ─ -.087 ─ .141 ─
楽観主義 IAT -.068 ─ .230 ─ .088 ─ .071 ─
対人過敏 IAT .013 ─ .070 ─ .112 ─ .321 * .321 *
内罰傾向 IAT -.111 ─ -.090 ─ .345 * .345 * .053 ─
R2 ─ .230 * ─ ─ ─ .097 * ─ .080 :*
*p ＜ .05, **p ＜ .01, ***p ＜ .001
Table 4　「私の指導が気に入らないなら退学しろ」と言われた場合の相関分析と重回帰分析の結果
特に何もしない 抗　議 相　談 変える
r b r b r b r b
権威主義 .049 ─ -.136 ─ -.054 ─ -.123 ─
自己効力感 -.018 ─ .332 * ─ .089 ─ .060 ─
楽観主義 -.119 ─ .311 * ─ .057 ─ -.029 ─
対人過敏 -.097 ─ -.045 ─ .135 ─ .029 ─
内罰傾向 .047 ─ -.070 ─ .040 ─ -.049 ─
権威主義 IAT -.051 ─ -.333 * -.440 ** .144 ─ -.115 ─
自己効力感 IAT .032 ─ .282 .400 ** .185 ─ -.014 ─
楽観主義 IAT .229 ─ .137 ─ .106 ─ .011 ─
対人過敏 IAT -.058 ─ -.050 ─ .180 ─ .405 ** .405 **
内罰傾向 IAT -.309 * ─ -.004 ─ .193 ─ .274 ─
R2 ─ ─ ─ .220 ** ─ ─ ─ .142 **
*p ＜ .05, **p ＜ .01, ***p ＜ .001
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Table 5　「放任主義だ」と言ってセミナー ( ゼミ ) を開かず、指導研究やアドバイスもしてくれない場合
特に何もしない 抗　議 相　談 変える
r b r b r b r b
権威主義 .057 ─ -.147 ─ .081 ─ -.136 ─
自己効力感 .158 ─ .003 ─ -.159 ─ .001 ─
楽観主義 .007 ─ .383 * .583 ** -.049 ─ .082 ─
対人過敏 -.095 ─ .129 .412 * .221 ─ .036 ─
内罰傾向 -.035 ─ -.053 ─ .094 ─ -.032 ─
権威主義 IAT .047 ─ -.056 ─ .043 ─ -.149 ─
自己効力感 IAT -.004 ─ .233 ─ -.011 ─ -.087 ─
楽観主義 IAT .337 * .337 * .125 ─ -.095 ─ .065 ─
対人過敏 IAT .096 ─ -.019 ─ .089 ─ -.207 ─
内罰傾向 IAT -.290 ─ -.100 ─ .237 ─ .169 ─
R2 ─ .091 * ─ .238 * ─ ─ ─ ─
*p ＜ .05, **p ＜ .01, ***p ＜ .001
Table 6　自分が出したアイデアを使って、こっそりと論文を書かれた場合の相関分析と重回帰分析の結果
特に何もしない 抗　議 相　談 変える
r b r b r b r b
権威主義 .080 ─ -.231 ─ -.090 ─ -.091 ─
自己効力感 -.241 ─ .528 ** .528 *** -.006 -.064 ─
楽観主義 -.002 ─ .272 ─ .019 ─ .061 ─
対人過敏 .087 ─ -.278 ─ .234 ─ .179 ─
内罰傾向 .207 ─ -.362 * ─ .083 ─ -.043 ─
権威主義 IAT .148 ─ -.267 ─ -.207 ─ -.122 ─
自己効力感 IAT -.203 -.388 * .165 ─ .043 ─ .007 ─
楽観主義 IAT -.012 ─ .147 ─ -.006 ─ -.012 ─
対人過敏 IAT .030 ─ .090 ─ .151 ─ .055 ─
内罰傾向 IAT -.356 * -.499 ** -.097 ─ .261 ─ .071 ─
R2 ─ .217 * ─ .260 *** ─ ─ ─ ─
*p ＜ .05, **p ＜ .01, ***p ＜ .001
Table 7　自分が出したアイデアに全く検討を加えず、それを頭から否定された場合の相関分析と重回帰分析の結果
特に何もしない 抗　議 相　談 変える
r b r b r b r b
権威主義 .274 ─ -.263 ─ -.070 ─ .029 ─
自己効力感 -.175 ─ .499 ** .499 * -.011 ─ .010 ─
楽観主義 -.172 ─ .387 * ─ -.053 ─ -.076 ─
対人過敏 .130 ─ -.173 ─ .157 ─ .059 ─
内罰傾向 .246 ─ -.210 ─ .053 ─ -.014 ─
権威主義 IAT .142 ─ -.215 ─ -.049 ─ -.092 ─
自己効力感 IAT -.278 ─ .113 ─ .076 ─ -.123 ─
楽観主義 IAT -.081 ─ .220 ─ .034 ─ -.060 ─
対人過敏 IAT .022 ─ .097 ─ .123 ─ .293 ─
内罰傾向 IAT -.214 ─ -.057 ─ .310 * .310 * .117 ─
R2 ─ ─ ─ .230 ** ─ .073 * ─ ─











して有意な交互作用がみられた（F（1,37）＝15.30, p ＜ .001）。交互作用が有意であったことから、単純
主効果の検定を行った。その結果、放任─変えるについて、学部生群における性別の単純主効果が有意




る確率（％）に関して学年の主効果が有意であり（F（1,37）＝6.43, p ＜ .05）、学部生の方が抗議する確
率が高かった。また、理由を示さずに「単位を与えない」と言われた場合において研究分野・指導教員・
大学などを変える確率（％）に関して性別の主効果が有意であり（F（1,37）＝4.56, p ＜ .05）、男性の方
が変える確率が高かった。







特に何もしない 抗　議 相　談 変える
r b r b r b r b
権威主義 .217 ─ -.224 -.039 -.050 -.008 -.122 ─
自己効力感 -.141 ─ .488 ** .405 ** -.123 -.106 -.028 ─
楽観主義 -.098 ─ .455 ** .239 -.063 .073 -.029 ─
対人過敏 .045 ─ -.172 .235 .290 .207 .104 ─
内罰傾向 .170 ─ -.280 .078 .122 .037 -.078 ─
権威主義 IAT .211 ─ -.320 * -.381 ** -.093 -.078 -.159 ─
自己効力感 IAT -.140 ─ .291 .314 * .026 .175 -.025 ─
楽観主義 IAT .126 ─ .262 .132 .021 .177 .026 ─
対人過敏 IAT .071 ─ .040 .221 .173 .104 .224 ─
内罰傾向 IAT -.338 * -.338 * -.108 .014 .340 * .340 * .214 ─
R2 ─ .092 * ─ .363 * ─ .093 * ─ ─


































性を評価し、対象の状態把握を試みるものでもある。この際算出される LLE（Largest Lyapunov 



























　重心動揺と呼吸の LLEの間には、強い相互相関関係が見られた（相互相関関数の最大値＝ .74± .12）。














　LLEの相互相関関数の最大値について、交互作用は有意傾向を示した（F（2,48）＝3.11, p ＜ .06）。単
純主効果の検定の結果、痛み条件における相互相関関数は不安の高群の方が５％水準で有意に高かった


























































　脈波の LLEについて、交互作用は５％水準で有意であった（F（2,28）＝4.94, p ＜ .05）。単純主効果の
検定の結果、首回し介入中における LLEが改善群において低くなる有意傾向を示した（F（1,42）＝3.95, 













　特に実験３では、慢性疼痛との関与を考慮し、特性不安という心理変数（Dilek et al., 2012）を用い
て生体信号間の同期現象に与える影響を検討している。不安を司る中枢としては扁桃体が知られている
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